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詩人としてのエンプソン─ ‘Aubade’ の解釈をめぐって
須永隆広
ウィリアム・エンプソン（William Empson）は 1930 年に Seven Types of 
Ambiguity を発表した。本書の特徴は、エンプソンが美しいと思う詩の一部
を取り上げ、多義的な解釈を行う分析批評にあった。そして、本書により、
批評家としての地位を次第に確立していくこととなった。しかしながら、エ
ンプソンは Seven Types of Ambiguity の執筆以前に、自身も詩人として活動し
ており、特に、1928 年には主要作ともいうべき詩が生み出されている。もっ
とも、執筆した詩は多くなく、解釈も非常に難解であることから、これまで
あまり取り上げられなかった。それでもエンプソンは他の詩人あるいは批評
家等から、批評家以上に詩人として認められているという事実もある。本稿
では、批評家として歩み始めた時期の作品を取り上げるが、日本の地震や戦
争の体験を反映している点など、エンプソンの詩の中で比較的分かりやすい、
いわばエンプソンの詩の入門的位置づけとして ＇Aubade＇ を取り上げる。
1.詩人エンプソンの評価
エンプソンは Seven Types of Ambiguity を執筆する以前に、いくつか詩を執
筆していた。特に、1928 年は最も多く詩を発表した時期であるが、ケンブリッ
ジ大学で数学を専攻していた時期と重なっている 1。なぜ、エンプソンは数
学を専攻しながら詩を書き続けていたのか説明することはできないが、当時
のケンブリッジ大学の風土に原因があると思われる。青木晴男は「自然科学
と人文科学の両者が互いに門戸を開け放っていた 1920 年代後半の、ケンブ
リッジ大学の諸学交流風土の中で学生時代を過ごしたエンプソンは、学問各
分野でのこうした新旧交代の潮流に深く身を浸していた、そして、崩壊して
いく旧理論、旧価値観の衣を剥奪されて怯える自我の恐怖を、相対論的宇宙
や、東洋の人生観（世界観）を知的枠組として背後に設定することで巧みに
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描き出し、20 世紀の形而上詩人と目されるに至った。」（32）と指摘してい
る。英文学転向後のエンプソンの師である I.A. リチャーズ（Ivor Armstrong 
Richards）も、心理学者であるが Science and Poetry（1926）等を執筆し、科
学的な観点から文学を捉えている。その他にも、I.A. リチャーズの師であっ
た哲学者の G.E. ムア（George Edward Moore）や、T.S. エリオット（Thomas 
Stearns Eliot）などと接触していたことも要因のひとつであろう。実際、エ
ンプソンは彼の著書の中で、G.E. ムアや、T.S. エリオットなどについて言及
している 2。また、F.R. リーヴィス（Frank Raymond Leavis）は、エンプソン
が T.S. エリオットから影響を受けていることについて、次のように述べて
いる。
The significant kind of relation to ［Eliot］ is illustrated by the half-a-dozen 
remarkable poems that Mr William Empson contributed to Cambridge 
poetry 1929. Mr Empson＇s poetry is quite unlike Mr Eliot's, but without the 
creative stir and the re-orientation produced by Mr Eliot it would not have 
been written. （F.R.Leavis 198）
上記のように、F.R. リーヴィスはエンプソンの詩が T.S. エリオットの詩
に全く似ていないと言及しながらも、T.S. エリオットによる影響が大きいと
述べている。さらに、形而上派詩人のジョン・ダン（John Donne）からの影
響があることも指摘している。実際、エンプソンに関連する論文にはダン
の影響を受けていることを指摘するものがあるが、エンプソン自身、論文
‘Argufying in Poetry＇ の中で、次のように、ダンの影響を受けていることを
率直に認めている。
As a writer of verse myself, I grew up in the height of the vogue for the 
seventeenth-century poet Donne, and considered that I was imitating him 
more directly than the others were.（Argufying 167）
−21−
ところで、エンプソンが Cambridge Poetry 1929 に投稿した詩は 6 篇であり、
これら全ての詩は、1928 年に発表している。詩のタイトルを挙げると ＇To an 
Old Lady＇「老婦人へ」、＇Letter＇「手紙」、＇Arachne＇「アラクネ」、＇Villanelle＇「ヴィ
ラネル」＇Legal Fiction＇「法律のフィクション」、＇Part of Mandevil＇s Travels＇「マ
ンデビルの旅行の部分」であり、この中には評価の高い詩が含まれている。
たとえば、F.R. リーヴィスは New Bearings in English Poetry の中で、＇Arachne＇
と ＇Legal Fiction＇ を引用して、次のように述べている。
... it will not do to let this reference to Donne imply a misleading account of 
Mr Empson. He is very original: not only his ideas but his attitude towards 
them and his treatment of them are modern.... He can be more subtle and 
comlex in tone and attitude than this: I should like to quote To an Old Lady. 
But the little book of Cambridge Poetry 1929 is cheap, and all Mr Empson＇s 
poems are worth attention. He is often difficult, and sometimes, I think, 
unjustifiably so; but his verse always has a rich and strongly characteristic 
life, for he is as intensely interested in his technique as in his ideas. 
 （F.R.Leavis 200-201）
上記のように、F.R. リーヴィスがエンプソンの詩を高く評価していること
は分かるが、特筆すべきは、F.R. リーヴィスさえも部分的にエンプソンの詩
が理解できないと述べている点である 3。エンプソンの詩の難解さについて
は、ジョン・ウェイン（John Wain）も「曖昧な才能」の中で述べている 4。ウェ
インによれば、彼は、エンプソンがアメリカの季刊文芸雑誌 The Sewanee 
Review の寄稿者紹介欄で、イギリスの批評家として紹介されていることに、
単に、「曖昧」の人としてだけ知られていて、詩人として知られてないのは
残念でならないと述べつつ、詩人としてエンプソンを紹介し、彼の詩を分
析している 5。さらに、エンプソンの師である I.A. リチャーズも、実のとこ
ろ、エンプソンを批評家としてよりも詩人として高く評価しているようであ
る。それを示すものとして、スタンリー・ハイマン（Stanley Edgar Hyman）
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の The Armed Vision から引用する。
Eberhart reports that Richards, ＂who may be excused the bias of a learned 
teacher upon a learned pupil,＂ thinks Empson is the best poet of all his 
contemporaries. Confirming this, Richards nowhere in his books does more 
than mention Empson＇s criticism or quote briefly from it, to my knowledge, 
but several times goes out of his way to praise the poetry in very high terms. 
In Coleridge on Imagination he lists him in two places with Yeats, Auden, 
Eliot, Hopkins, and Lawrence. （Hyman 265）
上記のように、リチャード・エバハート（Richard Eberhart）によれば、I.A. リ
チャーズは、Coleridge on Imagination の中で、W.B. イェイツ（William Butler 
Yeats）、W.H. オーデン（Wystan Hugh Auden）、T.S. エリオット、G.M. ホプキ
ンズ（Gerard Manley Hopkins）、D.H. ロレンス（David Herbert Lawrence）といっ
た人物と同列に並べるほどエンプソンを高く評価していることが分かる。そ
の他にも、詩人としてのエンプソンについて、岡垣勇は「アメリカの詩人、
ロバート・ローウェル（Robert Lowell）は、エンプソンを現代の最も優れた
イギリスの詩人五人のひとりとして賞賛している。ディラン・トマス（Dylan 
Thomas）、W.H. オーデン、ルイス・マクニース（Louis MacNeice）、ロバー
ト・グレイヴス（Robert Graves）と並んで。」（岡垣（Ⅰ）29）と述べている。
エンプソンの評価を裏付けるものとして、岩崎宗治は『曖昧の七つの型』の
「あとがき」に、エンプソンの 6 篇の詩がマイケル・ロバーツ編のアンソロ
ジー New Signatures（1932）と The Faber Book of Modern Verse に、1935 年には、
エンプソンの詩 1 篇 6 が W.B. イェイツ編の The Oxford Book of Modern Verse
に取り上げられていることに言及し、「1930 年代半ばには、エンプソンが 20
世紀の重要な詩人のひとりとして認められていた。」（岩崎『曖昧の七つの型』
下 383）と述べている。今日では、詩人エンプソンが取り上げられることは
殆どないと思われるが、実は詩人としても成功した批評家なのである 7。で
は、なぜ、エンプソンは詩人として知られることがなかったのか。その要因
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のひとつとしては、ウェインが指摘するように 1940 年以降は詩を書いてお
らず、もっぱら批評活動を行っていたことが挙げられる 8。さらには、やは
りエンプソンの詩の難解さにあるのではないかと思われる。とりわけ、1928
年に発表した詩は難解な作品ばかりである 9。加納秀夫は、エンプソンの詩
について、New Signatures（1932）に付けた編者マイケル・ロバーツ（Michael 
Roberts）の序文を引用している。
His［Empson’s］ poetry repays study, for its obscurity is due solely to a 
necessary compression, not any use of accidental association: its order is 
logical, not fanciful, and his conceits are genuinely metaphysical, for there 
is not only a logical analogy between the parallel ideas of each conceit, but 
also a similarity between the poet's emotional responses to them.
このように、ロバーツは、エンプソンの詩が論理的であり、かつ、形而上
派的であることに価値を見出している。さらに、ウェインは、首尾一貫し
て形而上派詩の作り方を復活させたのは、ジョン・クロウ・ランサム（John 
Crowe Ransom）であり、グレイヴスにおいては 1926 年以降の詩と限定し、
さらに、T.S. エリオットについては、初期の詩の一部に限定している中で、
エンプソンは数少ない 20 世紀の形而上派詩人であると述べている。また、
ウェインは形而上派詩を定義するのは難しい問題であるとしつつも、「流行
の観念と流行の言葉を持ちこむこと」および、「詩をどこに迷い込ますこと
になっても理屈をこね、強い、時には殆ど倒錯した欲求」がその特徴である
と述べ、この特徴がエンプソンを最も固く 17 世紀に結び付けていると指摘
している。
ところで、エンプソンの詩を前期と後期に区別する場合、何を基準にする
かは議論の余地があると思われるが、前期の詩の特徴とはどのようなものか、
青木は「時間的には人類発生から今日に至るまでの遠大な視野をもちつつ、
空間的には原子の中に宇宙を見ることから始まって、銀河系、宇宙へとその
視点は拡大していく。この膨大な時間と空間を視野に入れつつ詩中の〈ぼく〉
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がそこに観るものは、虚空以外の何物でもなく、そこには個人の生のベクト
ルを支えてくれるものもなければ、個人と個人、あるいは社会の人間関係を
支えてくれるはずの共有感覚、社会的連帯意識は存在しない、とされる。」（青
木 33）と述べ、前期のエンプソンの詩の特徴を具体的に捉えている。また、
御輿員三は、エンプソンが述べた、ふたつの詩集のテーマについて、言葉全
てを鵜呑みにはできないと断わりながらも、貴重な事実を伝えている。それ
は、エンプソンによれば、「あの Poems（1935 年版）に収められている作品は、
怯えている青年、女性に怯え、職業に怯え、一切のものに不安を抱き、自
分に何が出来るのか自分でもわからない青年の歌であり、それに比べ、The 
Gathering Storm は全て政治に関するものである」（御輿 13）ということであ
る。つまり、エンプソンの初期の詩の特徴を一言でいえば、全てのものに対
する若さゆえの「不安」という経験にあるように思える。したがって、本稿
では、エンプソンの前期の詩というのは、1935 年に発表された Poem に収め
た詩を指すとしたい 10。このように考えると、＇Aubade＇ の発表は 1937 年で
あり、第二の詩集である The Gathering Storm に収められているので、前期の
詩には当てはまらないことになる。しかしながら、＇Aubade＇ は、1931 年に
エンプソンが来日した直後に起きた地震体験を取り入れている作品である。
この事実から、前期の詩とみなすことができるだろう。また、＇Aubade＇ の意
味は「夜明けの歌」であり、その意味を文字通りにとれば恋愛を思わせる内
容のはずである。そうすると、当然、「不安」をキーワードとしている前期
の作品に入れるべきである。さらに、1935 年に出版した Poem に組み入れる
ことは、既に帰国している時期にあたるので、時間的にも、あるいは、意図
的にも組み入れることは可能であったように思われる。しかし、結果的には
The Gathering Storm に収められた。この意図を確かめる術としては、やはり、
＇Aubade＇ を解釈すること以外にはないだろう。
2.‘Aubade’ の解釈の試みと意義
まず、＇Aubade＇ という題に触れておきたい。＇Aubade＇ の意味は、上述した
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ように、和訳では「夜明けの歌」（あるいは「後
きぬぎぬ
朝の歌」）であり、一見、複
数の意味を持っていないように思える。しかし、この詩における ＇Aubade＇
の意味にも、エンプソンの ＇ambiguity＇ のように、複数の意味が含蓄されて
いると考えるべきである。岩崎は「「夜明けの歌」とは、いうまでもなく、ヨー
ロッパ中世以来の恋愛詩の伝統である恋人たちの後朝の歌のことであるが、
この詩ではベッドにいる恋人を目覚めさせる夜明け前の地震を、アイロニー
を込めて「夜明けの歌」としている」（岩崎『こころの表面張力』29）と述
べている。しかしながら、エンプソンの地震体験は、事実によれば少なから
ず異なる。エンプソンは 1931 年 8 月末に来日しているが、その後、約 1 ヵ
月も経たないうちに発生した地震は西埼玉地震（同年 9 月 21 日）といわれ
るものである。発生時間は 11 時 20 分頃なので、その時間を考えれば「夜明
け」という時間帯ではないことがわかる。しかし、この地震との遭遇をエン
プソン自身が感じた「不安」の夜明けという意味で考えることはできなくは
ないだろう。それは ＇Aubade＇ のキーワードである「不安」が、地震から恋愛、
そして戦争へと移っていく上で次第に増していく、その象徴的な出来事とし
て、正に不安の「夜明け」をうたう詩なのである。それを、分析するには、
まず、＇Aubade＇ の全体像に迫る必要がある。この詩のキーワードとしては、
前期の詩の作品のテーマである「不安」が考えられる。それは地震と恋愛そ
して戦争という 3 つの出来事に共通している。
そこで、この詩に書かれている 3 つの不安について、これまでに発表され
ている解釈を参考にしながら、筆者なりの解釈を、説明を加えた散文形式で
行っていきたい 11。
まず、最初の連は地震の実体験にもとづいているようである。
Hours before dawn we were woken by the quake.
My house was on a cliff. The thing could take 
Bookloads off shelves, break bottles in a row.
Then the long pause and then the bigger shake.
It seemed the best thing to be up and go.
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夜明けの数時間前、僕達はその地震で起こされた。
僕の家は崖の上、山積みの本は棚から落ちて、一列に並んだ瓶
は割れてしまった。
それから長い間、静かだったが、その後、さらに大きな揺れ。
起き上がり、外に行くのが最善に思われた。
この最初の連にある「夜明けの数時間前、僕達はその地震で起こされた。」
はエンプソンの体験した地震をもとに、突如としてやってくる不安を表して
おり、それが次の「僕の家は崖の上」という言葉に移っていく。また、これ
は次の「山積みの本は棚から落ちて」と関連しており、エンプソン自身の不
安な心境を棚から落ちた山積みの本に見立てて表現したのではないだろう
か。なお、「一列に並んだ瓶は割れてしまった。」というのは、飲酒を好んで
いたエンプソンならではの表現といってもよいだろう。
第 2 連以降は、恋愛をキーワードとして進められていく。岩崎は第二連に
ついて、「地震に対する男の（エンプソンの）戸惑いが現れている」と述べ
ながらも、「むしろ、恐怖よりもスリルを楽しんでいるようである」（岩崎
29）と述べている。
And far too large for my feet to step by.
I hope that various buildings were brought low.
The heart of standing is you cannot fly.
そして、僕の足では逃げ出すには、あまりにも大きすぎた。
僕は、さまざまな建物が壊れてしまうように願った。
立っていようとする心は、飛べないということなのだ。
つづく、第 3、4 および 5 連は、一緒にいたと思われる女性との会話となっ
ており、恋愛関係の危機を感じることができる。この点で、＇Aubade＇ の「後
きぬ
朝
ぎぬ
」という文字通りの意味が当てはまると思われる。
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It seemed quite safe till she got up and dressed.
The guarded tourist makes the guide the test.
Then I said The Garden? Laughing she said No.
Taxi for her and for me healthy rest.
It seemed the best thing to be up and go.
彼女が起き上がり、服を着るまでは全く安全だと思われた。
用心深い旅行者は旅行案内書を試してみた。
それから僕は、「公園」へ行こうか ? と言った。
彼女は笑って「だめよ」と言った。
彼女と僕にとって、タクシーは安全な休息。
起き上がり、外に出るのが最善だと思われた。
The language problem but you have to try.
Some solid ground for lying could she show?
The heart of standing is you cannot fly.
日本語と英語の違いという問題があっても、君は試してみなければ
ならない。
彼女は、横になっているための何かしっかりした場所（土地）を示
せないだろうか ?
立っていようとする心は、飛べないということなのだ。
二行目の lying は注目すべき語である。これまでの解釈では、lying を「う
そ」と訳しているが、むしろ、lying を「横たわる」と訳す方が、前後にあ
る standing と対立し、さらに flying を加えることで「横たわる」から「飛ぶ」
までの一連の動作がこの詩の中に存在することになるのではないか。地震か
ら始まるこの詩に、語り手自身の主体的な動作が入ることで、エンプソンが
批判的であるイマジズムの詩とは全く正反対の詩になっているともいえる。
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None of these deaths were her point at all.
The thing was that being woken he would bawl
And finding her not in earshot he would know.
I tried saying Half an Hour to pay this call.
It seemed the best thing to be up and go.
これらの死はすべて彼女には重要なことではなかった。
大事なことは「あの人」が（地震によって）目を覚まし、わめき
たてることだった。
そして、「あの人」が、彼女が声の届くところにいないということを
わかってしまうこと。
僕は、半時間と言って、この訪問をしようとした。
起き上がり、外に出るのが最善だと思われた。
続いて、第 6 連は、第 5 連の愛の終わりと地震あるいは戦争への恐怖から
逃れることが出来ないという、両面を示していると考えられる。
I slept, and blank as that I would yet lie.
Till you have seen what a threat holds below,
The heart of standing is you cannot fly.
僕は眠っていた、空白の時間だったが、それでも横になっていたか
った。
脅威が下に何を保っているのか、君が知ってしまうまで。
立っていようとする心は、飛べないということなのだ。
「僕は眠っていた、空白の時間だったが、それでも横になっていたかった。」
について、岩崎は、「迫りくる危機の正体はまだ見えていないとして、眠る
事はひとつの逃避である」と指摘している。この指摘の通り、人間は危険を
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察知すると眠気を催すといわれており、これは本能が危険を感じて起こすも
のである。人間が危険を感じる場合、視覚から入ってくる情報や精神的に感
じるもの等いくつか考えられるが、いずれにしても、エンプソンが大地震を
体験したときの精神状態はかなりの不安を覚え、そこから眠気を催したのか
もしれない。さらに、この行については、ちょうど地震および愛にまつわる
不安から戦争へと「不安」の移行がうかがえる。事実、エンプソンは、ク
リストファー・リックス（Christopher Ricks）との対話において ＂＇Aubade＇ is 
about the sexual situation.＂ （Complete Poems 119）であると述べている。この
ことからも、＇Aubade＇ が愛に関する詩であることがわかる。しかし、より重
要な点は、詩の中に取り上げられている認められない愛が、地震によって、
明るみに出てしまうことであり、岩崎訳に従えば 12、＇he＇ を「相手の女性に
関係のある男性」ととれば、ばれてしまう状況をもたらし、別れへと向かう
ことになる。他方、＇he＇ をエンプソンととり、話者を相手の女性ととれば、
エンプソンが英語で話している（あるいは叫んでいる）ことを相手の女性が
聞き取れず、さらに、二人の関係が周囲に知れてしまい、別れへと向かうこ
とになるのである。実際、それを示すものとして、再び、リックスとの対話
を引用する。
When I was in Japan, from 1931 to 1934, it was usual for the old hand 
in the English colony to warn the young man: don＇t you go and marry a 
Japanese because we＇re going to be at war with Japanese within ten years; 
you＇ll have awful trouble if you marry a Japanese, and this is what the poem 
is about. （119）
上記のように、いずれ分かれる運命にある愛ではあるが、それにもかかわ
らず、通常の別れと決定的に異なるのは、第二次世界大戦にまで拡大する「戦
争」の足音が聞こえていること、そして、日本とイギリスは敵国同士になる
可能性があるために、ふたりは結婚することができないということである。
実際、エンプソンは戦争によっていずれ引き裂かれる運命にあることを述べ
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ている。
Empson said, ＇chiefly meant that you can＇t get away from this world war 
if it's going to happen＇; their keynote is ＇passive endurance. We have to put 
up with it, we can＇t avoid this situation of history.＇ Thus, with respect to 
the love affair with the Japanese girl dramatized in the poem, the lines say 
starkly: ＇we can＇t marry, we must expect to separate.＇ （Haffenden 329）
このように、成就することがない愛をテーマにしている点に、いつかは別
れが訪れるという「不安」と、その「不安」は戦争というさらに大きな「不安」
へと移行していくのである。したがって、「立っていようとする心は、飛べ
ないということなのだ。」は、愛の終わりを避けられないことであると同時
に「戦争」も避けられないことを示していると解釈できる。第 6 連の「眠っ
ている」という行為によって、地震や愛の不安を掻き消すことができても、
次の連に現れる「戦争」（あるいは「戦争」を暗示する「脅威」）によって、
この詩は「眠っている」としても、もはや逃避（解消）することができない
テーマに移る。つまり、より大きな不安と更なる苦悩が第 7 連以降に現れて
いるのである。
Tell me again about Europe and her pains,
Who＇s tortured by the drought, who by the rains.
Glut me with floods where only the swine can row 
Who cuts his throat and let him count his gains.
It seemed the best thing to be up and go.
もう一度教えてくれ、ヨーロッパの苦しみについて。
干ばつと豪雨に苦しめられているヨーロッパを。
豚どもだけがボートを漕いでいける洪水で僕はうんざりしている。
奴等は自分の咽をかき切って、奴等に自分の儲けを数えさせるがいい。
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起き上がって外に出るのが最善だと思われた。
エンプソンが取り上げている戦争には、実はふたつの戦争が含まれている。
ひとつはエンプソンが日本に滞在している間に勃発した満州事変であり、か
つ、エンプソンが中国に滞在している際の日中戦争であろう。もうひとつは、
スペイン内戦から第二次世界大戦へつながるヨーロッパを舞台とした戦争で
ある。このように、どこに居ても戦争という二文字が存在していた時期を目
の当たりにしていたエンプソンの心境は、やがて全世界を巻き込む戦争へと
拡大（悪化）していくことに対する不安となり、これは地震や愛の不安を遥
かに凌ぐものである。彼は、そのことを感じていたのであろう。つまり、彼
の不安はミクロ的なものからマクロ的なものへ発展するのである。
ところで、この連にある「ヨーロッパの苦しみ」とは、母国イギリスの苦
しみを指しているのではないか。当時のイギリスは第一次大戦で勝利したも
のの、その力は衰えを隠せなかったという事情もあるが、この時の政策はヒ
トラーが台頭してきたナチスドイツに対し、敵対国の主張に対して相手の意
図をある程度尊重し問題の解決を図るという宥和政策をとっていたのであ
る。しかしながら、ナチスドイツはイタリアとともにファシズム陣営として
スペイン内戦に干渉し、ついには、世界情勢は悪化の一途を辿り、第二次世
界大戦へ突入する。それから、「干ばつや豪雨に悩まされているヨーロッパ」
は干ばつと豪雨という対立的な概念を表し、この表現によって、社会情勢の
混乱を説明している。そして「豚どもだけがボートを漕いでいける洪水で僕
はうんざりしている。」および「奴等は自分の咽をかき切って、奴等に自分
の儲けを数えさせるがいい。」というところでは、＇swine＇の意味に注目したい。
なぜなら、本稿では（これまでの他の訳も）「豚ども」（この単語には「卑怯
な奴」という意味も当然含まれている）と訳してあるが、これは、戦争にか
らむ金銭問題について述べていると考えられる。つまり、戦争の勃発によっ
て苦しんでいる人々を尻目に、投資を行っている金融機関およびその投機家
達を指しているのではないだろうか。すると「洪水」というのも「湯水のご
とく金を使う」という表現があるように、戦争による資産倍増を「洪水」と
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して表現し、「自分の咽をかき切る豚ども」とは上記のように資産倍層を目
指した投機家達の中で大損をした者を指しているのではないだろうか。なぜ
なら、金融市場はいわゆる「ゼロサムゲーム」で成り立っており、誰かが儲
かれば誰かが損をするのである。したがって、この連は戦争という混乱をき
たす社会の中でマネーゲームをしている卑怯な奴について述べていると解釈
することも可能である。
A bedshift flight to a Far Eastern sky.
Only the same war on a stronger toe.
The heart of standing is you cannot fly.
ベッドをずらして（あるいはベッドから降りて）、日本の空へ（あ
るいは東の空へ）逃がれても。
より強く待ち受けているのはただ同じ戦争。
立っていようとする心は、飛べないということなのだ。
この連では、エンプソンが実際に来日し、その際に感じた軍国主義に向か
う日本を目の当たりにして、世界中どこにいっても戦争が始まろうとしてい
る状況に差し掛かっていることを察知していたのではないだろうか。現にこ
の時期の戦争は、やがて第二次世界大戦への前哨戦といわれていた。エン
プソンはこうした状況を次の連の「より強く待ち受けているのはただ同じ
戦争。」に反映しているように思われる。それは、on one＇s toes には「準備が
できた」と言う意味があり、エンプソンはこのイディオムを on a stronger toe
として至る所で戦争が待ち受けているということを、日本でもイギリスと変
わらない戦争の足音が聞こえてきていると表現しているのである。さらに、
一行目の flight は逃避と飛行のふたつの意味にとれ、さらに、最後の fly によっ
て強調されているのではないか。
−33−
Tell me more quickly what I lost by this,
Or tell me with less drama what they miss
Who call no die a god for a good throw,
Who say after two aliens had one kiss
It seemed the best thing to be up and go.
もっと早く教えてくれ、僕がこれによって何を失ったのか。
あるいは、ドラマティックでなくても、奴らが何を失ってしまった
のかを。
奴等はうまく投げてもサイコロを神だとは呼ばない。
奴らは、二人の異邦人がひとつめのキスを交わした後で、
立ち上がり、外へ行くのが最善だと思われると言う。
この連では、エンプソンは数学的、且つ、物理的知識とこれらの分野に対
する彼自身の思い入れを表わしているのではないだろうか。それは「もっと
早く教えてくれ、僕がこれによって何を失ったのか。」において、エンプソ
ンが当時の物理学の発展を主観的に捉えて、学生時代に数学（および物理学）
から英文学に転向したことによる未練が示されているのかもしれない。それ
から、「あるいは、ドラマティックでなくても、奴らが何を失ってしまった
のかを。」とは、エンプソン自身を今度は逆に客観的に見て、エンプソンと
いう人物が数学・物理学に残らなかったことを述べているのかもしれない。
もともと、エンプソンはケンブリッジ大学での成績もトップであったことな
どを考えれば、一種の自尊心から自分の転向を「損失」として表現してもお
かしくはない。いずれにせよ、対立的な表現となっている。三行目の「奴等
はうまく投げてもサイコロを神だとは呼ばない。」では、時代は少し遡るが、
相対性理論を確立したアインシュタインや不確定性原理を基礎の一つとする
量子力学理論を確立したハイゼンベルクという偉大な物理学者がほぼ同時
代に存在しており、当然、エンプソンにも影響を与えたに違いない。実際、
Seven Types of Ambiguity の中にも不確定性原理について言及している個所も
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ある。少なくとも、エンプソンはこの原理について関心を抱いていた。とこ
ろで、興味深いことにアインシュタインは 1926 年にマックス・ボルンへ量
子力学理論に対する胸中を明らかにしている。そこには「量子力学の成果は
たしかに刮目に価します。ただ私の内なる声に従えば、やはりどうしても本
物ではありません。量子論のもたらすところは大なのですが、われわれを神
の秘密に一歩として近づけてくれないのです。いずれにしろ、神
4
はサイコロ
ばくちをしないと確信しています。」（西他『アインシュタイン・ボルン往復
書簡集 1916-1955』160）という内容のものである。したがって、「奴等は」
とは科学者達を指し、「うまく投げてもサイコロを神だとは呼ばない。」は科
学者達の実験（確率論による不確実性の原理や物理学における不確定性の原
理）によるものを指していると考えられる。さらにいえば、戦争に突入して
いく時代に、これら科学の神秘は脅威でもあり、したがって、科学のもたら
すマイナスの側面に不安を抱いているエンプソンの感情が現れているのでは
ないだろうか。
But as to risings, I can tell you why.
It is on contradiction that they grow.
It seemed the best thing to be up and go.
Up was the heartening and the strong reply.
The heart of standing is we cannot fly.
しかし、立ち上がることに対して、僕はその理由を言うことがで
きる。
奴等が大きくなるのは矛盾の上にいるからなのだ。
起き上がり、外に出るのが最善だと思われた。
立ち上がることは元気づけることであり、強い答えなのだ。
立っていようとする心は、僕たちは飛べないということなのだ。
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最終連は、非常に重要な箇所である。ひとつには、「奴等が大きくなるの
は矛盾の上にいるからなのだ。」という部分である。これは前の行の「しか
し、立ち上がることに対して、僕はその理由を言うことができる。」に関連
している。行動を起こすべきか否かという矛盾の中での人間の苦悩を導くが
最終的には判断せざるを得ない状況を作ることで人間を成長させるものであ
るということを示しているからである。そして最も重要な部分と考えられる
のは「立っていようとする心は、僕たちは飛べないということなのだ。」と
いう部分では、エンプソンがリフレインの中で ＇I＇「僕」を複数の ＇We＇「僕
達」に変化させているところである 13。やがて世界は大戦へと拡大し、全世
界的な規模で多くの人々を逃れることのできない世界へと巻き込んでいく。
このように、戦争が目前に迫っていることを警告しており、さらに、個人レ
ベルでは、この連の「矛盾」が、迫りくる不安を表現している。実際に、エ
ンプソンは、ひとつの戦争（日中戦争）として、満州へ侵攻した日本の状況
と日本に侵攻された中国の状況の双方を体験した人物である 14。岡垣は、「＇It 
seemed the best thing to be up and go.＇ と ＇The heart of standing is we cannot fly.＇
のリフレインは意味深く、混乱した時代に生きる文学的知識人エンプソンの
苦悶を暗示している。」と述べており、さらに、「冷酷に歴史を形成しつつあ
る超個人的な力の前に、個人がいかに無力であるかというペスミスティック
な自覚も作品全体を覆っているが、この一篇の詩によっても分かるように、
エンプソンは決して文学の倫理性を軽んじているわけではない」（岡垣（Ⅱ）
26）と述べている。また、岩崎も「不条理から逃げられない現代人の苦境が、
個人と世界を覆う普遍として一般化され、倫理的な響きを帯びている。この
詩に瀰
び
漫
まん
している寛容な倫理的感情と、騒がず、逃げず、立っていることの
威厳。それが人間存在の価値に結び付けられている」（岩崎『こころの表面
張力』35）と述べているように、やがて、世界大戦へとつながるヨーロッパ
での戦争と、ひとつの戦争を双方から体験した日中戦争による不安や葛藤を、
多くの人々に訴えかけるべきものであると、エンプソンは、＇I＇「僕」から ＇We＇
「僕達」へと主語を変化させたのではないだろうか。
以上、エンプソンの ＇Aubade＇ の解釈を試みた。前半は個人の愛をうたっ
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た詩でありながら、後半は戦争に関連した政治的な詩になっている。このこ
とから、＇Aubade＇ には前期のエンプソンの詩の特徴と後期のエンプソンの特
徴を併せ持った貴重な詩であることが分かる。岩崎も「第一詩集のテーマで
あった人間的状況の暗さ、不安を大きく包み込むように第二次大戦前夜の不
安な世界情勢が扱われていて、しかも第一詩集には見られなかった倫理的態
度を示している点で、エンプソンの最も優れた詩のひとつとなっている」（岩
崎 25）と指摘しているように、エンプソンの詩の前期と後期の移行は、こ
の詩の中でなされているということができる。そこにこの詩の価値があるの
ではないだろうか。
註
1 エンプソンはケンブリッジ大学 1926 年に入学し、1929 年に卒業している。
入学当初は約 3 年間、数学科に籍を置いていたが最終年に英文科へ転科
し、I.A. リチャーズのもとで英文学を学んだ。
2 エンプソンは言及しているわけではないが、筆者は、G.E. ムアが
Principia Ethica の中で ambiguity という語を用いていること、および、
I.A. リチャーズも同様に Principles of Literary Criticism の中で ‘ambiguity’
という語を用いていることが、何らかの形で Seven Types of Ambiguity の
ヒントになっているのではないかと推測している。
3 岡垣によれば、エンプソンとの対話において「エンプソンが「F.R. リーヴィ
スは詩の分からない男だ」と語ったことがある。」（岡垣「エンプソン論
（Ⅰ）24」）という貴重な経験を伝えている。これはエンプソンの詩集で
ある Gathering Storm について述べられたことのようであるが、何れにせ
よ興味深い会話である。
4 「曖昧な才能」は、ウェインが 1957 年に執筆した Preliminary Essays の中
に ‘Ambiguous Gifts:Note on the Poetry of William Empson’ というタイトル
で収められている。 
5 ウェインは、この論文の最後に、「エンプソンは、どんなテストによって
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も偉大だと証明されるような詩を、少なくとも 1 ダースは書いている。
それ以上のことをやり遂げた人が、他にいるだろうか ?」と最大の賛辞
を述べている。（ウェイン 265）
6 掲載された一篇の詩は ＇Arachne＇ である。
7 エンプソン自身、20 世紀最大の詩人はディラン・トマスと W.H. オーデ
ンであると述べている。小川和夫によれば「エンプソンの記念論文集に
はオーデンとフランシス・ベリーの献詩が収めてある。エンプソンはか
つてJust a Smack at Auden「オーデンぶりでひとつ」という戯詩を書いたが、
オーデンはそれから 30 年以上もたってから「君の魅力ある詩のお返しに
ぼくも Just a Smack at Empson を物そうとしたができなったな」という書
き出しで友情あふれる短詩を書いて quid pro quo をしているのである。」
（小川「エンプソン退職記念エッセイ集」5）と述べている。
8 岩崎はエンプソンが詩を執筆しなくなったことについて、リックスの言
葉を引用している。それによると「エンプソンが詩を書くのをやめたの
は、だいたい 1941 年に彼が結婚し、続いて父親になったのと時期的に合
致すると言っている。父親になっては、アドレセンスの詩は書けないで
しょう。」（岩崎「『曖昧の七つの型』とケンブリッジ」5）と述べている。
このことは、少なからず、エンプソンの詩人としての活動の停止に影響
しているように思われる。
9 青木によれば、「特に、1928 年は、エンプソンの詩歴約 15 年中（1926 年
～ 41 年）に生み出された 56 篇のうち、17 篇が誕生した「驚異の年」で
ある。」（青木 52）と述べている。
10 1935 年に発表した Poem は 30 篇の詩を収めた作品であり、続けて、1940
年には The Gathering Storm を出版している。さらに、1955 年には第一詩
集と第二詩集およびいくつかの新しい詩を収めた 56 篇からなる Collected 
Poems を出版している。なお、2000 年に出版された The Complete Poems
には 77 篇の詩が掲載されている。
11 これまでに発表されている解釈としては、岡垣訳および岩崎訳がある。
それぞれ参考にした。
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12 第 5 連の 2 行目について、岩崎は「＇he＇「彼」が女の夫なのか ? それとも（デ
ズデモーナの父のように）、娘に出し抜かれた父親なのか ? 女が嘘をつい
て、ごまかそうとしても、多分、嘘はばれて、この恋愛は今夜限りのも
のとなるだろう。」（岩崎 29）と解釈している。
13 その他、＇The heart of standing is I cannot fly.＇（最終連のみ ＇The heart of 
standing is We cannot fly.＇）のリフレインは、Seven Types of Ambiguity の第
7 の型の最後の例として取り上げているジョージ・ハーバート（George 
Herbert）の ＇The Sacrifice＇ のリフレイン ＇Was ever grief like mine?＇（63 連
のうち、54 連と最終連のみ ＇Never was grief like mine?＇）を思い起こさせる。
エンプソンは、ハーバートの詩に関して出口なき苦悩と見事な対照をな
す詩として高く評価しているが、エンプソンもまた ＇Aubade＇ に同様の意
味を込めているのかもしれない。
14 エンプソンの戦争体験として、日本では教え子が前線から戻らなかった
事実、および、1937 年から 38 年に北京大学の教授であった彼は、日中
戦争の戦火を避けて疎開をしいられたこと等があった。岩崎によれば、「英
語散文アンソロジー一冊で、図書館も教室もない大学で、エンプソンは
ただ自分だけの記憶から、英詩をカーボン紙にタイプして英文学を教え
た。」（岩崎『曖昧の七つの型』下 382）と述べている。
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